
中
川
王
子

な
か
が
わ

小
広
王
子

こ　

び
ろ

岩
神
王
子

い
わ
が
み

湯
川
王
子

ゆ　

か
わ 猪

鼻
王
子

い
の
は
な

水
呑
王
子

み
ず
の
み

伏
拝
王
子

ふ
し
お
が
み

発
心
門
王
子

ほ
っ
し
ん
も
ん

三
軒
茶
屋
跡

さ
ん
げ
ん

船
玉
神
社

ふ
な
た
ま　

三
越
峠

み  

こ
し

大
斎
原（
熊
野
本
宮
大
社
旧
社
地
）

お
お
ゆ
の
は
ら

仲
人
茶
屋
跡

な
こ
う
ど

熊野本宮大社裏鳥居
大鳥居

熊野川

十津川温泉方面からの
熊野古道（小辺路）

田辺市本宮行政局
世
界
遺
産 

熊
野
本
宮
館

熊
野
本
宮
観
光
協
会

熊
野
本
宮
大
社

く
ま　

の　

ほ
ん  

ぐ
う  

た
い　

し
ゃ

音無川

音無川

赤木越

湯川一族の墓
一里塚跡

お
ぎ
ん
地
蔵

一里
塚
跡

迂回路

道
標

祓
殿
王
子

は
ら
い
ど

熊
瀬
川
王
子

く
ま　

せ　

が
わ

蛇
形
地
蔵

じ
ゃ
が
た

↓

311

311

311

滝
尻
王
子

た
き
じ
り
胎
内
く
ぐ
り

栗
栖
川
バ
ス
停

堂
の
庭
跡

旧
旅
籠
通
り

高
原
霧
の
里
休
憩
所富

田
川

乳
岩

剣ノ山経塚跡

針
地
蔵
尊

高
原
池

庚申さん

一
里
塚
跡

道
の
駅

熊
野
古
道
中
辺
路

三
体
月
伝
説
説
明
板

熊
野
古
道

な
か
へ
ち
美
術
館

伝
馬
所
跡

箸
折
茶
屋
足
湯（
禊
の
湯
）

一
里
塚
跡

伝
馬
所
跡

近露王子公園 野
中
一
方
杉

バ
ス
停

と
が
の
木
茶
屋

秀
衡
桜

日置川

小
判
地
蔵

悪
四
郎
屋
敷
跡

一
里
塚
跡

熊野古道館
稲葉根王子方面
熊野古道

展
望
台

林
道
交
差
点

高
原
熊
野
神
社

不
寝
王
子

ね　
　
ず

大
門
王
子

だ
い
も
ん

十
丈
王
子

じ
ゅ
う
じ
ょ
う

大
坂
本
王
子

お
お　

さ
か　
も
と 近

露
王
子

ち
か
つ
ゆ

比
曽
原
王
子

ひ　

そ　

は
ら

継
桜
王
子

つ
ぎ
ざ
く
ら

た
か
は
ら
く
ま
の

上
多
和
茶
屋
跡

う
わ　
だ　

わ 牛
馬
童
子
口
バ
ス
停

ぎ
ゅ
う
ば
ど
う
じ
ぐ
ち

野
長
瀬
一
族
の
墓

の　
な
が
せ　
い
ち
ぞ
く

牛
馬
童
子
像

ぎ
ゅ
う
ば
ど
う
じ

311

311

311

311

野
中
の
清
水

の
な
か

し
み
ず

楠
山
坂
登
り
口

く
す
や
ま
ざ
か

湯の峰温泉

大日越

湯
峯
王
子

ゆ
の
み
ね

※現在通行止の為
　迂回路を歩いて下さい

発心門王子バス停
ほっしんもん

小広王子口バス停
こ　びろ

滝尻バス停

本
宮
大
社
前
バ
ス
停

草
鞋
峠

わ
ら
じ
と
う
げ

熊野の歴史や伝説、古道を彩る四
季の草花や里の暮らしなどを良く知る語
り部と熊野古道を歩けば、古道への思
いはより深いものになります。

熊野古道語り部

熊野川に臨む道の駅です。熊野本宮
大社をイメージした建物には、地元
産品の販売所や軽食コーナー、熊野
に関する展示コーナーもあります。
熊野古道歩きには欠かせない古道
弁当も販売しています（要予約）。ま
た地元でとれた音無茶で作った「ほ
うじ茶ソフトクリーム」も人気です。

C-5   道の駅 奥熊野古道ほんぐう 世界遺産熊野本宮館
自然と伝統、木材をコンセプトに建設さ
れました。館内では和歌山県の世界遺産
を中心に紹介。熊野、高野についての知
識を深められます。熊野本宮については、
曼荼羅・熊野信仰・修験道・時宗を軸に詳
しく紹介。無料の館内ガイドやビデオに
よる解説、世界遺産「紀伊山地の霊場と
参詣道」関連の書籍コーナーもあります。

B-3C-5

国道311号沿いにあります。
目の前に牛馬童子で名高
い箸折峠への入り口があ
り、古道歩きの拠点に最適
です。名物よもぎ餅をはじ
め、地元名産を販売、軽い
食事もできます。

道の駅 熊野古道中辺路 D-3 A-1

町内の12の王子社にちなんだ12角形
の建物が目印の熊野古道館は、熊野
古道を中心とした中辺路の観光案内と
歴史紹介を兼ねた休憩施設です。熊
野懐紙や滝尻王子社の所蔵品などの
展示をはじめ、古道に関する資料や中
辺路の観光情報が満載です。古道歩
きの下調べに、是非立ち寄ってくださ
い。

熊野古道館 D-2 B-1

熊
野
古
道
中
辺
路

模
し
た
と
い
う
牛
馬
童
子
像
を
愛
で
、
近

露
の
の
ど
か
な
里
山
の
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
の
ん
び
り
歩
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

野
中
に
は
継
桜
王
子
が
あ
り
ま
す
。
境

内
を
覆
う
樹
齢
8
0
0
年
と
い
う
杉
は

那
智
山
の
方
向
に
だ
け
枝
を
伸
ば
す
の
で

「
一方
杉
」と
呼
ば
れ
ま
す
。
継
桜
王
子
の

真
下
に
あ
る
日
本
名
水
百
選
の「
野
中
の

清
水
」に
も
立
ち
寄
り
た
い
も
の
で
す
。

い
に
し
え
か
ら
湧
く
名
水
は
今
も
変
わ

ら
ず
、
疲
れ
た
体
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

滝
尻
か
ら
野
中
へ

　

険
し
い
道
の
多
い
熊
野
古
道
で
す
が
、

現
在
で
は
標
識
も
整
備
さ
れ
比
較
的
歩
き

や
す
い
ル
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も

人
気
の
コ
ー
ス
の
ひ
と
つ
が
滝
尻
か
ら
野
中

に
至
る
古
道
で
す
。
王
子
跡
や
古
道
の
ア

イ
ド
ル
と
呼
ば
れ
る「
牛
馬
童
子
像
」、
熊

野
那
智
大
社
の
方
角
に
だ
け
枝
を
伸
ば
し

て
い
る「
野
中
の一方
杉
」な
ど
見
ど
こ
ろ
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
の
滝
尻
王
子
は
熊
野
九
十
九

王
子
の
な
か
で
も
重
要
な
五
躰
王
子
の一つ

で
す
。
熊
野
の
聖
域
は
滝
尻
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
滝
尻
の
裏
山
に
は
奥
州
の
藤
原
秀

衡
に
ま
つ
わ
る
伝
説
の
乳
岩
、
途
中
の
高

原
で
は
里
山
や
果
無
山
脈
を
見
晴
ら
す
さ

わ
や
か
な
風
景
に
も
出
会
え
ま
す
。
最
高

地
点
の
悪
四
郎
山
を
過
ぎ
る
と
、
野
中
ま

で
は
楽
な
ル
ー
ト
。
花
山
法
皇
の
旅
姿
を

野
中
か
ら

熊
野
本
宮
大
社
へ

　

継
桜
王
子
の
あ
る
野
中
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
小
広
王
子
を
過
ぎ
る
と
木
の
国
な
ら

で
は
の
杉
檜
林
地
に
分
け
入
り
ま
す
。
上

り
下
り
の
多
い
道
で
す
が
、「
草
鞋
峠
」「
岩

神
峠
」「
三
越
峠
」の
難
所
を
越
え
て
や
っ

と
熊
野
本
宮
大
社
の
神
域
の
入
り
口
、
発

心
門
王
子
に
た
ど
り
つ
き
ま
す
。
発
心

門
王
子
は
五
躰
王
子
の一つ
で
、
か
つ
て
は

大
き
な
鳥
居
が
あ
り
、
熊
野
詣
の
人
々
は

そ
の
前
で
お
祓
い
を
し
て
か
ら
鳥
居
を
く

ぐ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
熊
野
本

宮
大
社
へ
の
道
は
そ
れ
ま
で
の
困
難
な
道

の
り
を
癒
す
か
の
よ
う
な
ゆ
る
や
か
な
道

が
続
き
ま
す
。
茶
畑
な
ど
の
の
ど
か
な
里

山
の
風
景
も
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

い
く
つ
も
の
難
所
を
越
え
、
熊
野
本
宮
大

社
の
神
門
を
く
ぐ
る
と
き
、
今
も
昔
と
変

わ
ら
ぬ
感
動
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

長
い
苦
し
い
旅
の
果
て
に
熊
野
の
神
の

神
域
に
入
っ
た
感
動
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
熊
野
本
宮
大
社
ま
で

あ
と
一息
の
場
所
に
あ
る
伏
拝
王
子
か
ら

は
、
熊
野
川
の
中
洲
に
あ
る
熊
野
本
宮
大

社
の
旧
社
地
大
斎
原
を
望
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
熊
野
詣
の
人
々
が
大
社
を
望
み
、

伏
し
て
拝
ん
だ
と
い
う
王
子
に
立
て

ば
、
現
代
の
旅
人
も
い
に
し
え
と

同
じ
感
動
を
覚
え
ま
す
。
旧
社

地
大
斎
原
は
、音
無
川
、熊
野

川
、岩
田
川
の
三
川
が
合
流
す

る
場
所
に
あ
り
ま
す
。
昔
は

音
無
川
に
は
橋
が
な
く
、
参

詣
者
は
音
無
川
の
流
れ
で
身

を
清
め
て
か
ら
熊
野
本
宮
大

社
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

滝尻王子 D-2

発心門王子 C-4

熊
野
古
道 

そ
の
1

野中の一方杉 B-4

高原からの眺望 D-3 A-2

袖摺坂の石畳 C-4
牛馬童子像 D-3

王子

トイレ

コンビニ・食料品店

土産販売所

公衆電話

自販機

休憩所

水汲場

朝日夕陽100選

スタンプ押印所

見晴らしポイント

バス停

神社緊急電話

熊野古道を歩くときとても
便利です。

地図の請求先
和歌山県観光連盟
０７３−４２２−４６３１


